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新たな連携校と調印式

　6月17日（火）に本学において、茨城県立日立工業高等学校と
連携調印式を行いました。宮田校長先生から「これを機会に授
業宅配便等で連携を深めていきたい。」とご挨拶をいただき、牛
山学長から「連携調印を歓迎いたします。29校目の連携校とし
て新しい連携の道を模索したい。」と挨拶がありました。

茨城県立日立工業高等学校と連携調印式

国際会議で最優秀論文賞

　本学の荻原弘之（機械・電気工学系）、糸井節（情報システムデ
ザイン学系）、野田佳雅（総合研究センター）の各先生方と山口大
学大学院名誉教授の中岡睦雄先生が執筆された論文が、国際
会議で最優秀論文賞を受賞されました。
　9月21～24日にトルコで開催された「第16回パワーエレクトロ
ニクスとモーター制御に関する国際会議」において、52カ国から
253件の発表論文があったなかから、ポスター発表部門最優秀
論文賞を受賞されました。論文のタイトルは「誘導加熱用シング
ルステージ高効率ソフトスイッチング高周波インバータ」です。
　論文ポスターでは、従来の２段階になっている誘導加熱用高
周波インバータ方式を改良して、「力率補償用コンバータ」と「誘
導加熱用高周波インバータ」を一体化したシングルステージ方
式をシミュレーション解析結果と実験結果から検証し良好な結
果を得ることが出来たこと。さらに、この方式の採用によって回
路を構成する部品点数が減少、また高い変換効率と高力率が達
成され、誘導加熱用高周波インバータの応用が格段に進むこと
になった内容を論文発表しました。荻原教授によれば、論文審査
委員から「論文内容が斬新である」と高評価をいただきました。
発表はディナーパーティで行われ、会長にも祝福していただいた
とのこと、本学としても名誉なことでした。

会長に祝福される荻原教授

日本留学AWARDS 2014
大賞を受賞

大学見学会・授業宅配便の申込みは

〒326-8558 栃木県足利市大前町268-1
TEL 0284-22-5622（直）  FAX 0284-62-9122
mail:hucc@ashitech.ac.jp
http://www.ashitech.ac.jp/hucc/

　一般財団法人日本語教育振興協会が主催する「日本留学
AWARDS2014」において、日本語学校の教職員が選ぶ留学生
に勧めたい進学先の4年制大学理工系部門の大賞を受賞しま
した。本学では15カ国から150名を超える留学生が学んでいま
すが、受け入れ体制や地域が一体となって支援していること、就
職支援の充実などが評価されました。牛山学長は「本学に入学
した留学生が『日本で学べて良かった』と思えるよう大学の教
育力を高めていきたい。」と決意を述べていました。

　教育連携センターの今年度の活動を報告しました。これからも、高校生の知的好奇心と学習意欲の喚
起や進路実現に向けて高校への支援・協力を推進いたします。大学見学会や授業宅配便についてのお問
い合わせは次の連絡先にお願いいたします。
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群馬県
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茨城県

　教育連携センターは、本学の特色ある教育・

研究内容や貴重な最先端技術である物的知的

財産等を可能な限り紹介し、また各種の地域・

社会貢献事業にも努め本学の魅力を広く提供

する活動を行っております。お陰様で平成２６年

度も皆様方のご支援、ご理解によって順調に事

業を遂行出来ました。

　平成２６年度は工学部に加えて、新設された

看護学部の教育・研究内容も広く紹介する活動

を行いました。その結果、大学見学会、授業宅配

便、高大連携事業、課題研究支援、高等学校教

員の皆様との技術交流、各種研修会・講習会

の企画やコンテスト等の活動は各方面から高い

評価を頂き、１万人を超える皆様との交流の機

会を持つことができ着実に実績を上げることが

出来ました。これからも教育連携センターの活

動を通して、高校生の思い描く将来展望を見据

えた具体的な目標設定に必要な支援、同時に

特色ある高等学校作りへの協力・支援等を推

進し、更に地域・社会貢献事業にも最善を尽くし

て活動したいと考えております。教育連携セン

ターは、これからも本学の魅力を最大限に提供

出来るよう、更なる発展を目指して活動して参り

ますので今後ともご協力をお願い申し上げます。

平成26年度には、新たに茨城県立日立工業高等学校と連携を結び、連携調印高校は29校になりま
した。今後とも大学見学会や授業宅配便などの高大連携事業を充実していきたいと考えています。

　高校生のキャリア教育の一環として、また本学の魅力を広く知っていただくために大学見学会を実施しています。
　平成26年度は24校からのべ34回2,020名の高校生が大学見学に来ていただき、進路学習に役立てていただきました。
見学した生徒さんからは、「高校にはない実験施設に驚いた」「大学で勉強したいという意欲が強くなった」「大学生が楽し
そうに説明してくれた」などの感想が寄せられました。
　今後も、開かれた大学として情報発信に努め、皆様の要望に応えてまいりますので、どうぞお気軽にご相談ください。

　地球が抱えているエネルギー・環境問題に、足利からいち早
く時代を切り拓いた日本屈指の学系であり、これからの工学
です。ここでは、環境に優しい再生可能エネルギーの普及活動
や研究への取り組み等、その研究の一端を分かりやすく垣間
見ることができます。ソーラークッキングや色素増感太陽電
池の製作体験もできます。

　脳科学と工学が合体した研究系列です。頭で考えただけで
コンピュータやロボットを動かすことが出来たらすごいです
ね。それには脳を理解したエンジニアの育成が必要です。その
先端の研究を見学できます。
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本学との連携調印高校

利根実業高等学校

那須拓陽高等学校

今市工業高等学校

鹿沼商工高等学校

館林商工高等学校

宇都宮白楊高等学校

宇都宮工業高等学校
真岡工業高等学校

勝田工業高等学校

水戸工業高等学校

日立工業高等学校足利清風高等学校
栃木工業高等学校

佐野松桜高等学校
足利高等学校
足利工業高等学校
足利工業大学附属高等学校

足利工業大学

宇都宮清陵高等学校
茂木高等学校

那須清峰高等学校

渋川工業高等学校

桐生工業高等学校
前橋工業高等学校

高崎工業高等学校

太田工業高等学校
伊勢崎工業高等学校

富岡実業高等学校
藤岡中央高等学校
藤岡工業高等学校

足利工業大学の魅力を
提供する活動を

大学見学会報告

自然エネルギー・環境学系研究室
見学 生命システム学系研究室

見学

風と光の広場で色 な々風車を見学色素増感太陽電池の製作体験

TVに出演した大型ソーラークッカー パネル型ソーラークッカーで調理している
大学生と一緒に行動分析学の講義を受ける高校生

効果的な基礎トレーニング法の実技

世界で役立っている研究が
すごいと思った。

●ソーラークッカーをやってみたくなるワクワク感
　がありました。
●テレビに出ていた中條先生の講義を聴くことが
　できて良かった。

平成２６年度 　教育連携センター事業報告書

教育連携センター長

荻原 弘之

見学校の
生徒の声

特別講義が分かり易く
楽しく聴けた。

●大学生と一緒に講義が聴けたので、雰囲気が
　分かって良かった。
●体験を通して学びたいという気持ちがますます
　強くなってきた。

見学校の
生徒の声
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社会が期待するものづくりができるエンジニアを育成しま
す。ここでは鉄輪式リニアモーターカーの試乗体験や超伝導
磁石ジェットコースターの見学が楽しめます。この他に、ワイ
ヤレス給電システムなど、近未来の技術に直結する研究が数
多く見学できます。

　建築からまちづくりへ、そして地球環境まで。地震への対策
や地球環境の変化に備えるためには、基礎研究とともに時代
に即した研究が必要であり、これからの時代にふさわしいエ
ンジニアの育成を目指しています。ここでは、耐震構造に向け
た研究や、土壌の強さの研究、快適で美しい景観を醸し出す
建築・都市デザイン、さらには超長期的なコンクリートの耐久
試験物等が見学できます。

建築・社会基盤学系

手術着と手術用手袋を着用して看護の体験

看護専門職への道を講義

看護実習室で実際の機材を使い看護の体験

水門の自励振動現象の解析実験

電磁界共鳴式ワイヤレス給電システムの実験形状記憶合金で動く車の実験

リニアモーターカーに体験試乗できます

超伝導ジェットコースター傾けてもコースを外れません

身近にある砂と粘土の実験

ロボットを用いた構造物の検査

大学生が制作した建築設計作品を見学

PCによる景観設計で仮想の橋を架けてみる体験

心ある人間として、技術を持った看護師として、多くの人に感
謝されるあなたになるために。

看護学部情報システムデザイン学系 機械・電気工学系

コンクリートを長期保管して耐久試験をする施設

飛行船をARマーカーで制御する

仮想現実ARを体験する

ロボットをキネクトで制御する体験

　現代社会に欠かせない情報技術。社会を一新するようなパ
ワーを秘めたシステムのデザインを研究するこの系では、ＣＧ
やバーチャルリアリティの見学体験や、ロボット制御を楽しく
体験できます。

大学見学会報告 平成２６年度 　教育連携センター事業報告書

研究室
見学

研究室
見学

研究室
見学

研究室
見学

建築模型がリアルで
かっこ良かった。

●設計図や模型が精密に作ってあり自分も作り
　たいなと思った。
●難しかったけど学生さんが教えてくれたので
　楽しくできた。

見学校の
生徒の声

高校ではやれないこと
がやれて良かった。

●色々な器具を見せていただき、どんなことをする
　のか詳しく知ることができた。
●自分が進もうと思う分野が具体的に良く分かった。

見学校の
生徒の声

手を触れずにロボットを
制御するのがすごかった。

●プログラミングに関心があるのでそれが聴けて
　良かった。
●大学へ行く楽しさと大学の良さが伝わってきた。

見学校の
生徒の声

磁石が浮くのを初めて見て
びっくりした。

●強力な磁石でアルミを引き付けるのがすごかった。
●どの研究室も見ていて興味がわく内容だった。

見学校の
生徒の声



研究室
見学
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バスで大学に到着です。

歓迎行事として、多目的ホールにおいて大学紹介DVDを視聴した後に、荻原
弘之教育連携センター長が歓迎の挨拶をしました。

特別講義として、情報システムデザイン学系の松本直文教授による「バーチャ
ルリアリティは人の生活を豊かにするか」を行いました。現実の世界に仮想的
な３Ｄ映像を重ねて現実を拡張する拡張現実感ＡＲについて講義をした後
に、ＡＲ体験として、スイカ割りやＡＲマーカーによる車両型ロボット・飛行船の
コントロールの体験をしてもらいました。松本研究室の学生の説明を受けた
後に、カメラの前で手刀を動かすと画面のスイカが２つに切れた画像を見て、
高校生が興味深そうに体験操作をしていました。

学生食堂で昼食体験をしました。メニューはカツカレーでした。

高校出身の学生４名と懇談会を行いました。高校生の時に取り組んだこと、大
学を選んだ理由、今の大学生活、進路先、高校生に伝えたいことなどに関して、
司会者とのＱ＆Ａ形式で進行しました。先輩の声を真剣に聞き取ろうとする高
校生の姿が見られ、大学生も力を入れて答えていました。

研究室見学を行いました。大学生スタッフの案内で、４班に分かれて４つの研
究室を２０分ずつ見学しました。横山研究室「磁石最前線」、荻原(弘)研究室
「リニアモーターカー」、小林(重)研究室「形状記憶合金」、阿南研究室「水門
の自励振動現象の解析実験」という内容でした。高大連携プログラムの冊子
「見て、聴いて、なるほど体験学習」を見ていただくと具体的な内容が分かりま
すので、ぜひ参考にして下さい。

アンケート記入をして、バスで高校へ帰りました。

自分の進路を考える上で、この見学会は役に立ったと思いますか？ 研究室見学はいかがでしたか？

●オープンキャンパスより多くの
内容を聞くことが出来た
●自分の進みたい進路について
　知ることが出来て良かった

●どの研究室もやっている事が面白い
●未来のために色々研究しているので
　感心した
●私もやってみたいと思った
●形状記憶合金に興味を持った
●学生さんが楽しそうに取り組んで
　いたのが印象的だった

　高校の要望に応じて本学の教員が出向き、専門的な講義や体験学習、キャリア教育としての授業や講演を行う「授業宅配
便」を行っています。
　平成26年度は26校にのべ35回の授業宅配便を行い、1,612名の高校生が様 な々授業や講演を受けることができました。栃木
県内7校へ10回、群馬県内8校へ11回、茨城県内11校へ14回実施しました。そのなかの代表的な授業宅配便の内容を報告します。

10:00
10:00～10:30

10:30～12:00

12:00～12:40
12:50～13:20

13:30～14:50

15:00～15:10

「磁石最前線」（横山研究室）では何が体験できるか

ある工業高校の大学見学会の一日
　ある工業高等学校の電子機械科１・２年生合わせて80名の典型的な大学見学会の
様子です。詳細を見ていただき、今後の企画の参考にしていただければと思います。

特別講義「バーチャルリアリティ
は人の生活を豊かにするか」 飛行船をARマーカーで制御する

ソーラークッカーを組み立てる 環境～放射能汚染～放射性物質に関する講義

ペットボトルを用いた風力発電機を製作し
て発電力を測定

高校の先輩から体験談を聞く
対向型超伝導バルク磁石装置が
アルミ缶を吸い付ける

人が乗れる強力な超伝導磁石

回転ループを外れず回る超伝導磁石

人が乗れるリニアモーターカーを体験

形状記憶合金の不思議な性質
を実験

水門が破壊する自励振動現象を
水槽で実験

行動分析学を易しく解説 DNA実験方法を説明して実験に取り組む

効果的なトレーニング方法やストレッチングと、けがの予防と疲労回復
について、実際に実習を取り入れて行いました。運動部で活動している
生徒には、「すぐに活用します」と好評でした。

吉田教授

▲

足利清風高等学校

ORを使ってごみ収集車のルート解決
に取り組む

ＡＲマーカーによる飛行船のコントロール

ヘリコプターを操作する体験

情報システムデザイン学系

久芳准教授

▲

大子清流高等学校

「ソーラークッカー」の講義と実
習を行いました。ソーラークッ
カーキットを組み立てて、実際に
ケーキを焼いてみました。晴天
だったので美味しいケーキを試
食することが出来ました。

「環境～放射能汚染～」として、環
境中の放射能の測定実験を行う
とともに、放射性物質に関する疑
問を説明しました。

自然エネルギー・環境学系
中條教授

▲

大間々高等学校 増田教授

▲

伊勢崎高等学校

「情報技術とオペレーションズ・リ
サーチを駆使した社会に役立つシス
テム作り」と題して、ゴミ収集車の
ルート設定を例題にしてオペレー
ションズ・リサーチＯＲについて講義
しました。生徒の感想は「難しそうな
ことでも、きちんとプログラムを組め
ばできることがわかった。」「大学だか
らこそ高校でやる実習よりもスケー
ルが大きくて感激した。先生のギャグ
に癒やされて楽しい授業だった。」な
どがありました。

バーチャルリアリティ（ＶＲ）から拡張現
実感（ＡＲ）への発展について解説し、
バーチャルスイカ割りやＡＲマーカーに
よるＣＧ体験や、飛行船のコントロール
等を実演しました。生徒の感想として
「ＡＲの体験がたくさんあっておもしろ
い授業だった。」「とても魅力のある授
業展開で楽しかった。」「人の手やＡＲ
マーカーで物体の制御や人間の動きを
画面に反映させることができるシステ
ムに興味を持った。」などがありました。

川中子教授

▲

玉造工業高等学校

松本教授

▲

水戸工業高等学校

「ペットボトルを用いた風力発電
機の製作」というタイトルにより、
ペットボトルで風車を製作し、発電
力を測定して風量発電について説
明しました。また、マイクロ風力発
電や水力発電、火力発電の実演を
行い、自然エネルギーについて講
義しました。

根本教授

▲

茗渓学園中学校

「行動分析学入門」として、ヒトの
行動を科学的に分析して、コント
ロールする方法を紹介しました。
皆さんの長所を伸ばし、短所を減
らすことが可能になりますという
興味深い内容でした。

「制限酵素によるDNAの切断と
ゲル電気泳動法による断片の確
認」として、現在の遺伝子工学で
中心的な技術となっている遺伝
子のクローニング技術について
学び、遺伝子工学において最も重
要な働きをもつ酵素の一つ、制限
酵素について実験しました。

「ロボットヘリを飛ばそう」と題して、実
際にロボットやヘリコプター操作を体
験しながら授業を行いました。

生命システム学系授業
宅配便

授業
宅配便

授業
宅配便

萬代教授
▲

伊勢崎高等学校 荻原（俊）教授

▲

伊勢崎高等学校

今回見学した高校生のアンケート結果です。

感想として次のような
意見をいただきました。

感想として次のような
意見をいただきました。

良かった
９９％（７９名）

少しは
良かった
１％（１名）

あまり良く
なかった
０％（０名）

大変役に
立った
７４％（５９名）多少は役に

立った
２５％（２０名）

あまり役に
立たなかった
１％（１名）

授業宅配便報告 平成２６年度 　教育連携センター事業報告書大学見学会報告 平成２６年度 　教育連携センター事業報告書

　従来の磁石よりもはるかに大きな磁力を発生
する超伝導磁石の研究をしている横山研究室で
は、次のような楽しい体験をすることができます。
　世界に４台しかない対向型超伝導バルク磁石
装置のしくみを説明します。鉄製の飲料缶が磁石
に付くのは当たり前ですが、アルミニウム製の飲料
缶も付くほどの強力な磁力を体験してもらいま
す。高校生は、アルミニウムは磁石に付かないとい
うこれまでの常識が覆る体験をしてびっくりして
いました。強力な磁石を使って汚水から汚染物質

を吸着してきれいな水にする研究も説明します。
　次に、卒業研究で製作している超伝導磁石を
使ったジェットコースター模型では、液体窒素で－
１９６℃以下に冷却した超伝導磁石を滑らせてみ
せます。回転ループを傾けても、コースを外れるこ
となく滑っていく実験を見ることが出来ます。これ
こそ、浮いている高さが一定であるという超伝導
磁石の性質から、コースを斜めにしてもレールとの
位置関係を常に同じに保つため、コースを外れず
に動き続ける不思議な運動が見られます。また、人

を乗せられる超伝導磁石回転台（日本に3台しか
ない）に乗ってもらい、摩擦力がほとんど働かない
回転台を体験した高校生は、慣性の法則や作用・
反作用の法則を再認識していました。これまでに
最大120kgまで乗せることができました。
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電磁誘導による調理機械の原理を説明

形状記憶合金の不思議な性質を実験

ナノテクによる次世代素材の開発を講義超伝導ジェットコースターを実演して不思議
な動きを観察

ある普通高校の授業宅配便の一日

2年生理系選択生徒の理系サイエンス講座

模型を使って免震構造をデモンストレーション

磁石の説明をする横山先生 放射能測定の説明をする増田先生 DNA実験方法を説明する荻原先生

行動分析学の講義をする萬代先生 建物模型実験の説明をする室先生 高齢者体験を指導する櫻井先生

早寝早起きや朝の光の科学的効果を説明

ゴーグルや手袋で高齢者の感覚を体験してみる 看護師の仕事について具体的に説明ポンプキットを組み立てることで弁の仕組みを理解

「弁の仕組みを理解しよう！ポン
プの工作」＋「弁の応用水撃ポン
プを理解しよう」と題して、ポン
プのキットを組み立てて弁の仕
組みを理解し、弁の応用によっ
て電気を使わずに水を高所まで
汲み上げる水撃ポンプについて
の講義をしました。

野田助手

▲

茗渓学園中学校

身近な音楽プレーヤーや電気自動車の原理
の紹介、リニア新幹線や病院のMRIで使われ
る超伝導磁石の研究について解説し、液体窒
素を用いた超伝導磁石の実験も行いました。

「大学講師の講義及び実験を通して、大学での学問研究の一端に触れ、自然科学への興味・関心を高めるとともに、進路について考える機会とする」こ
とが目的でした。生徒が希望する分野について講義と実習を90分間受けました。「電磁誘導とリニアモーター

カー」について講義と実習を行い
ました。生徒さんの感想には「イ
ンバータの技術に関心が湧きま
した。」とありました。

周期表を元にして元素について解
説するとともに、特に金属元素を
中心に実物を提示しながら先進
金属材料を説明しました。結晶の
構造モデル、強力な磁石や形状記
憶合金の実験などを行いました。

機械・電気工学系

総合研究センター

荻原（弘）教授

▲

茂木高等学校
斎藤（栄）教授

▲

富岡実業高等学校

看護学部
小林(敏)教授

▲

真岡工業高等学校

櫻井（清）教授

▲

伊勢崎高等学校 「看護の仕事と看護実習の様子」
について、講義と実習を行いまし
た。生徒さんの感想には「マスク
の使い方や手洗いの方法などに
も理論があることが分かりまし
た」などがありました。

富山助教

▲

茂木高等学校

「ナノテクによる次世代素材の開
発」について、形状記憶合金など
の素材について実験をしながら
説明しました。生徒さんの感想と
して「形状記憶合金の実験が印
象的でした」がありました。

「人って磁石にくっつくの？反発する
の？磁石最前線」と題して、液体窒
素を使った超低温での物性や超伝
導磁気浮上装置の実演と、磁石の
応用について講義しました。生徒の
感想として「いろいろな物でスピー
カーが作れることに興味を持った。」
「磁石が医療の分野や建築など
様々な分野に活用できることに興
味を持った。」「人が乗っても浮く超
電導磁石の実験が楽しくて印象に
残りました。」などがありました。

小林（重）准教授

▲

茂木高等学校

横山准教授

▲

小瀬高等学校

模型を使った免震構造や制振構
造のデモンストレーション、折板
構造の模型製作、天井内検査用
ロボットの実演などを行いました。

仁田准教授

▲

勝田工業高等学校
「日本の景観・フランスの景観」の
講義を行いました。アンケートに
よると「いつも見慣れている日本
の風景もヨーロッパと比べると違
うことを実感しました。」など興味
を引いたようです。

「省エネで快適な生活のための一工
夫」というタイトルで、建物模型の実
験で効果を確認しながら、自然をう
まく使って省エネでありながら快適
に生活できる方法を学習しました。

建築・社会基盤学系
和田（幸）教授

▲

宇都宮工業高等学校

室教授

▲

伊勢崎高等学校

東京とパリの景観を比較して講義

「認知症高齢者の看護」として、高
齢者体験を行い高齢者の思いを
考えることから、認知症高齢者と
のかかわり方を学習しました。

「睡眠習慣を変えれば、あなたの脳のパ
フォーマンスは改善する。」の講義を行
いました。早寝早起きの生活習慣が脳
に与える影響や、人の脳は朝の光で活
性化されることなど、高校生も興味深
そうに話を聞いていました。アンケート
にも、「自分の今の睡眠を見直し、さらに
良いパフォーマンスが出るような生活
を送りたいと思います。」とありました。

建物模型で実験した結果をまとめる

磁石最前線！　横山准教授

物理分野

環境中の放射能の測定実験を行うとともに、
放射性物質に関する疑問を説明しました。

環境～放射能汚染～　増田教授

現在の遺伝子工学で中心的な技術となってい
る遺伝子のクローニング技術について学び、
遺伝子工学において最も重要な働きをもつ酵
素の一つ、制限酵素について実験しました。

制限酵素によるDNAの切断と
ゲル電気泳動法による断片の確認
荻原(俊)教授

化学分野 生物分野

認知症高齢者の看護
櫻井(清)教授

建物模型の実験で効果を確認しながら、自然
をうまく使って省エネでありながら快適に生
活できる方法を学習しました。

省エネで快適な生活のための一工夫
室教授

建築分野生物分野

高齢者体験を行い高齢者の思いを考えること
から、認知症高齢者とのかかわり方を学習し
ました。

行動分析学入門　萬代教授
ヒトの行動を科学的に分析して、コントロール
する方法を紹介しました。皆さんの長所を伸
ばし、短所を減らすことが可能になりますとい
う興味深い内容でした。

看護分野

ある普通高校の実施後のアンケート結果です。

進路を考えるうえでこの授業は役に立ちましたか？ 内容に興味・関心を持ちましたか？
●新しい知識を得られたり、授業では
　できない実験を体験できて良かった。
●視野が広がり、自分の進路を
　見つめ直す良い機会となった。
●難しい内容だったので、大学で講義を受ける
　にはもっと勉強しなければと思った。

役に立った
42％

少し役に
立った 42％

どちらとも
いえない 13％

役に立たな
かった ３％

とても関心を
持った 58％

大体関心を
持った 34％

あまり持たな
かった ８％

感想として次のような意見を
いただきました。

授業
宅配便

授業
宅配便

授業
宅配便

授業
宅配便

授業
宅配便

授業宅配便報告 平成２６年度 　教育連携センター事業報告書
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　本学では、生徒や教員を対象にした様々な研修会や講習会を実施しています。
平成26年度は、高校生向けに1つの講習会を開催し、5つの高校の課題研究と4つの高校の部活動を支援し、のべ
439名の高校生に支援を行いました。教員向けに8つの研修会・講習会を開催し、のべ245名の参加がありました。

　高校での課題研究や部活動を進めていくうえで、専門的な指導を希望する学校に、本学の教授陣が個別の
課題について講義や実技指導を行いました。平成26年度は、9校415名にのべ26回の支援を行いました。

　新しい技術とその応用方法を高校生にも学ぶ機会
を提供しようと企画した講習会です。活用範囲の広さ
では圧倒的な制御用マイコンボード「Arduino」の学習
をとおして、より一層高いレベルの学習の魅力を感じて
もらい、情報系の学習に深みをもたらしました。

　3年生8名が各研究室に所属して4月～7月まで毎週1回（計11日）
大学で課題研究を行いました。工学部自然エネルギー・環境学系の
根本研究室に電子機械科から２名、情報システムデザイン学系の田
口研究室に機械科から２名、機械・電気工学系の荻原研究室に電
気科から１名、建築・社会基盤学系の室研究室・齋藤研究室に産業
デザイン科から１名、看護学部の小林研究室に機械科から２名の生
徒が所属して支援を受けました。

　3年生の課題研究において、「情報技術を利用した
ロボット制御システムの開発」をテーマにしている６
名の生徒の皆さんが、情報システムデザイン学系の
久芳研究室と共同で、VisualStudioExpressや
Kinectの使い方などによる、ロボット制御に熱心に
取り組みました。

　化学部の生徒7名の皆さんが産業廃棄物を利用したコンク
リートについて研究しました。建築・社会基盤学系の横室先生
から指導を受けて、7月から10月まで8回来学して材料の計量か
らコンクリート打設をして、電動式モルタル曲げ試験機やアムス
ラー式圧縮試験機などを使ってデータを取りました。県理科研
究発表会において「溶融スラグ骨材を使用したモルタル実験」
というテーマで発表しました。

　科学部の生徒12名の皆さんはロボカップジュニア大会
サッカーチャレンジに参加しています。情報システムデザイン
学系の久芳先生が、競技に勝てるロボット作りに必要なプロ
グラミングの講習会を行い、支援しました。

群馬県工業高校
生徒Arduino講習会

生徒向け
講習会

課題研究・
部活動の
支援

　7月の講習会では、ルネサスソリューションズ教育推進
部の近野哲也氏を講師にお迎えして、「JMCR2014全国
大会出場マイコンカーの分析」について講演していただ
きました。9月の講習会では、ルネサスマイコンカーラリー
大会で2年連続日本一になった小池伸一氏を講師にお迎
えして、「マイコンカーは技術以前が9割」と題して講演と
実技指導をしていただきました。

マイコンカーラリー講習会

　若い技能者たちが技能五輪全国大会に出場すること
を目標として、日々高度な技の習得に挑戦する姿は感動
を与えます。その姿を間近に見ることによって、多くの高
校生が意欲的な学習への取り組みや大きな目標に向かっ
て努力することの素晴らしさを知ることができました。

スバル技能五輪出場選手
によるデモンストレーション

Arduinoの活用について実習する高校生

足利工業高等学校の課題研究
太田工業高等学校の
課題研究班

太田女子高等学校の化学部

藤岡中央高等学校の科学部

受講生の中に入って個別指導する日本一の技が公開されて熱心に聴く受講者

プログラムの検討をする高校生と大学生

大学の実験器具でデータを取る

サッカーロボットの制御プログラムを検討

ソーラークッカーについてポスター発表風車による自然エネルギー活用について
風と光の広場を見学

理科研究発表会で発表する化学部員

技能五輪 型枠のヤスリがけの技を見る

技能五輪 旋盤の技を見る

技能五輪 板金の技を見る

研修会・講習会報告 平成２６年度 　教育連携センター事業報告書

　①学校設定科目「SS研究Ⅰ」の課題研究の支援を行いました。
中條・根本・増田・櫻井（康）・野澤・小林（重）・井上・橋本の各先生方
が、各生徒の個別のテーマに専門的な立場から助言しました。
　②1年生全員が大学見学に訪れ、自然エネルギー・環境学系の中
條先生の講義「太陽熱調理―開発から導入まで―」を受け、「風と
光の広場」においてソーラークッカー・風車と風力発電・水撃ポン
プなどの実物を見学して、自然エネルギーについて研修しました。

足利高等学校のSSH
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　本学は次の4つの講座を開講し、のべ85名が参加しました。申込みが殺到して1日で定員を超えるほどでした。受講した小中学生からは
「学校では作れないものが作れた。」「ロボットを自分で動かせたので楽しかった。」「もっと詳しく学びたい。」などの感想がありました。

　機械・電気工学系の荻原（弘）教授と横山准教授が担当しまし
た。磁石を使った工作でスピーカーを作り、液体窒素を使って超伝
導磁石の動きを観察しました。リニアモーターカーの仕組みを学
んだあとに実際に試乗してみました。

①磁石なんでも講座
　自然エネルギー・環境学系の安藤教授が担当しました。ガラス
板にチタンの薬品を塗って、ハイビスカスの色素とウガイ薬を材
料にして太陽電池を製作しました。明るい場所では100mV以上
の電圧で発電していました。

②色素増感太陽電池の製作と実験講座

　情報システムデザイン学系の久芳准教授が担当しました。車両
型ロボットを動かすプログラミングを学習し、実際に課題コースを
回る操作体験をしました。またキネクトを使い、人の動作パターン
で車両型ロボットをコントロールする体験をしました。

③ロボット操作を体験しよう講座
　建築・社会基盤学系の末武教授が担当しました。アーチ橋の歴
史について説明し、アーチ橋内部の力の働きを体感したり、用意し
た部品を使ってアーチ橋の模型を作りました。最後に、現代的な
鋼・コンクリートのアーチ橋について学びました。

④アーチ橋のはなし講座

　本学では、高校教員を対象とした技術的な研修会や講習会を実施しています。平成26年度は、9つの研修
会のべ16回に369名の方に受講していただきました。

　とちぎ子どもの未来創造大学とは、学校における学習に加えて、県内の高等教育機関や民間企業等と連携し
ながら、子どもたちが「本物」に触れる学習機会を提供することを目的に栃木県教育委員会が主催する事業です。

教員向け
講習会

小中学生
向け
講習会

研修会・講習会報告 平成２６年度 　教育連携センター事業報告書

Arduinoのプログラム作成に取り組む

全国から参加された受講生の皆さん

Arduinoによる制御に取り組む

工業科教育法のワークショップで発表

磁石を付けるといろんなものがスピーカーになる ハイビスカスの色素とウガイ薬で太陽電池を作る

人の動作で車両型ロボットを操作する アーチ橋のはなしを聞いて模型を作る

　「制御用マイコンボード（Arduino）の活用法」と題して、次のような内
容の研修会を開催しました。

　北は宮城県から西は長崎県まで23名の先生方が受講されました。アン
ケートには「実習内容が大変役立った」「実習教材をそのまま持ち帰れるの
で今後に役立つ」「応用編の講座をお願いしたい」などの声がありました。

○講義・実習1 「Arduinoの環境設定」　○講義・実習２「Arduinoの有線制御方法
とプログラム作成」　○講義・実習３「Arduinoの無線制御方法とプログラム作成」以
上を情報システムデザイン学系の久芳准教授が担当。　○講義・実習４「実習・課題
研究に向けた活用事例の紹介」を教育連携センターの飯野副センター長が担当。

全国工業高等学校長協会夏季講習会

　教員研修センター主催の研修会が、本学を会場にして行われました。全国
各地から25名の先生方に参加いただき、内容の濃い研修が出来ました。研修
内容は「工業科教育法」「工業科概論」「工業科実践」の3分野。工業科教育法
は、文部科学省の持田教科調査官による「工業科学習指導要領」の講義や、
群馬大学の三田教授による「学習指導と評価」や「実習と安全」などの講義と
ワークショップがありました。工業科概論は、牛山学長による「環境問題と自
然エネルギー」や、荻原（弘）教授による「将来の産業活動で活躍するモー
ター」などの講義がありました。工業科実践は、根本教授による「原動機と再
生可能エネルギー」や、塚本教授による「強度解析」演習などがありました。

産業教育実習助手研修

　午前中は、塚本教授「3Dプリンタの基礎」の講義を機械創作棟CAD
室において行いました。塚本先生から、3Dプリンタの開発とその背景・
種類・材料、3Dモデルの作成方法、データ出力、今後の展開等について
説明しました。午後は、風と光の広場に移動してソーラークッカーや水
撃ポンプ・風車等を見学して自然エネルギーの利用に関する研修を行
いました。最後に、今後の取り組みについて研究協議を行いました。

茨城県3Dプリンタ教員講習会

　情報システムデザイン学系の久芳准教授が講師となり、Arduinoの
環境設定から始まり、ブレッドボードを使ったタクトスイッチやCdsを
使った制御実習、モータの駆動制御技術の実習などを行いました。参加
者から積極的に質問があり、Arduinoに対する熱い期待を感じました。

群馬県Arduino工業高校教員講習会
群馬県Arduino工業化学科教員講習会
福島県高校教員Arduino講習会

３Dプリンタの動作について研修

とちぎ子どもの未来創造大学
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第５回全国高校マイコンカーラリー大会
　10月25日（土）に本学多目的ホールにおいて、第５回全国高校マ
イコンカーラリー大会が開催されました。コースの白線をセン
サーで読み取りながら速く走
れるようプログラムを工夫した
マイコンカーで全長60ｍ程の
コースを走行し、タイムを競う
競技です。15校から82台の参
加があり、試走台数が多かった
ので予選までの時間を延長す
るほど盛況でした。 

足利工業大学第１４回学生・生徒CGコンテスト

大会・コンテスト報告 平成２６年度 　教育連携センター事業報告書

スタートを待つ緊張の瞬間

教員の入賞者の皆さん 高校生の入賞者の皆さん

中学生の部 最優秀賞「未来へ羽ばたけ」

学生の部 最優秀賞「千変万華」高校生の部 最優秀賞「グラス」

最優秀賞
茨城県立波崎高等学校

足利工業大学学長賞
群馬県立太田工業高等学校

★BasicClass（高校生）優勝
　群馬県立前橋工業高校　奈良野 裕也　車名「銀次郎」
★AdvancedClass（高校生）優勝
　長野県駒ケ根工業高校　浦野 稜也　車名「百舌」
★AdvancedClass（教員）優勝
　長野県駒ケ根工業高校　小池 伸一　車名「黒雲雀」

　理科のおもしろさや科学への興味・関心を高め、発想力・創造力
を培うために「Arduinoマイコン」で制御する制御対象物の技術と
アイデアを競うコンテストに、有線部門に８校から14テーマ、無線
部門に2校から2テーマの応募がありました。

未来を拓く「技術・アイデア」コンテスト２０１４

【中学生の部】
★最優秀賞　浜松日体中学校
★優秀賞　　浜松日体中学校
【高校生の部】
★最優秀賞　浜松日体高校
★優秀賞　　浜松日体高校
★優秀賞　　群馬県立伊勢崎工業高校
★優秀賞　　栃木県立栃木工業高校
【大学生の部】
★最優秀賞　文星芸術大学
★優秀賞　　足利工業大学

廣岡　歩
水野 龍駒

宇田川 大輝
大橋 輪太郎
島　未祐
萩原 正貴

加藤 優里
毛束 浩之

「未来へ羽ばたけ」
「衛星ハヤブサ」　

「グラス」
「未来の夢」
「はなくい」
「茶色の世」

「千変万華」
「孤島」

　1月17日（土）に本学が後援している第5回群馬県高校生電気自
動車大会が開催されました。8校109名の高校生が手作りした電
気自動車22台が参加し、特設コースを30分間で何周出来るか競
いました。競技後には技術交流会を開き、各電気自動車の工夫し
たところなどを情報交換しました。その後、会場を前橋工業高校
へ移して、自動車技術会による講演会、表彰式を行いました。三輪
車の前輪を操舵する方法を工夫した富岡実業高校へ本学からの
特別賞を贈りました。

第５回群馬県高校生電気自動車大会

　8月3日（日）～8日（金）に本学サッカー場において第14回サッ
カーフレンドリーカップ・トップリーグが開催されました。フレンド
リーカップに16校、トップリーグに8校の24校が参加して、600名
以上の高校生が猛暑の中でも日頃の練習の成果を発揮して熱戦
を展開しました。大会結果は以下のとおりです。

第１４回サッカーフレンドリーカップ

競技開始の旗が振られて30分後のゴールを目指す
優勝　白鷗大学足利高等学校

★優　勝　前橋工業高校　機械研究部　車両名「機械研A」
★準優勝　前橋工業高校　機械研究部　車両名「機械研C」
★特別賞　富岡実業高校　機械研究部　車両名「Experimental Vehicle X」

　10月26日（日）に本学体育館において第39回足利工業大学杯
争奪卓球大会が開催されました。両毛地域をはじめ鹿沼市、真岡
市、群馬県伊勢崎市からも多くの高校生・中学生が参加しました。
昨年より参加者も多く、ジュニアの部とカデットの部に440名の
選手が日頃から鍛えた技を競い合い、熱戦を繰り広げました。

　コンピュータグラフィックスで制作を行った静止画作品が１1校か
ら73点（中学生の部4点、高校生の部64点、大学生の部5点）の応募
がありました。応募規定による第一次選考を経て、第二次選考は大
学祭期間中に公開して観覧者に投票していただきました。さらに本
学教授による本審査を行いました。

第３９回足利工業大学杯争奪卓球大会

多数の参加者に広い会場もいっぱいに

★優　勝　足利工業高校
★準優勝　太田商業高校

★優　勝　栃木スポーツ
★準優勝　真岡西中学校

★優　勝　佐野城東中学校
★準優勝　太田北中学校

★優　勝　栃木スポーツ
★準優勝　栃木スポーツ

熊倉 智也
北村　学

関口 綾乃
増山 千紘

野村 佳希
島崎 壮哉

桒﨑 千代
西村 真凜

　2月12日（木）に本学大講義室において、第11回北関東三県工業
高校生徒研究発表大会が開催されました。茨城・栃木・群馬の各県
予選を勝ち抜いた９チームが、自分たちの取り組んだ課題研究の
内容について実物や模型などを前に熱のこもったプレゼンテー
ションが展開されました。

第１１回北関東三県工業高校生徒研究発表大会

★最優秀賞　茨城県立波崎高等学校
　「有機化合物の色に及ぼす特性基の影響について」
★優秀賞　栃木県立宇都宮工業高等学校
　「サキュールシャワーの商品化～自然エネルギーを活用した住宅設備の開発～」
★優秀賞　茨城県立水戸工業高等学校
　「マルチスクリーン社会に対応したセキュリティ実装型Ｗｅｂサイトの作成」
★優秀賞　栃木県立矢板高等学校
　「僕らのマシンが夢をのせて走る！ ～省エネ電気自動車の研究～」
★足利工業大学学長賞　群馬県立太田工業高等学校
　「「ロボット製作実習」から学んだこと」

なお、工学部内の常設コースを開放していますので、
試走を希望する学校はご連絡ください。

茗渓学園高等学校
「電動カメラスライダー」

茨城県立水戸工業高等学校
「Arduinoマイコンを用いたジグソーランプシェード」

青森県立弘前工業高等学校
「Kinect×Arduinoを用いた医療貢献」

茨城県立勝田工業高等学校
「自動販売機型貯金箱」　

石川県立金沢北陵高等学校
「校内案内システム」　

群馬県立高崎工業高等学校
「XBee無線による温度測定」

【有線部門】
★最優秀賞

★優秀賞

★優秀賞

★特別賞

【無線部門】
★最優秀賞

★優秀賞

この他、奨励賞に輝いた皆さん、おめでとうございます。

この他、優良賞に輝いた皆さん、おめでとうございます。

★優　勝　白鷗大学足利高等学校（栃木） 
★準優勝　群馬県立西邑楽高等学校（群馬） 
★第３位　佐野日本大学高等学校（栃木）
★優　勝　足利工業大学
★準優勝　白鷗大学足利高等学校（栃木県） 
★第３位　東京成徳大学深谷高等学校（埼玉県） 

【フレンドリーカップ】…

【トップリーグ】……  

【ジュニア男子シングル】

【ジュニア女子シングル】

【カデット男子シングル】

【カデット女子シングル】


